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授業科目について
授業科目の種類

　授業科目は，「大学共通科目」「学科専門教育科目」「国際交流関係科目」「教職に関する科目（教
職課程履修ガイドに掲載）」に分かれています。
　ここでは全学生に共通する，「大学共通科目」「国際交流関係科目」のカリキュラム表と「卒業要
件に算入される他学部・他学科専門教育科目」について掲載します。ここで確認後，自分の所属す
る学科及び入学年の，学科専門教育科目の学科課程（カリキュラム）ページを確認してください。

文学部
　英文学科　　　→　53ページへ
　心理・応用コミュニケーション学科　→　65ページへ
経済学部
　経済学科　　　→　79ページへ
　経営情報学科　→　87ページへ
　経済法学科　　→　97ページへ
社会福祉学部
　福祉計画学科　→　109ページへ
　福祉臨床学科　→　119ページへ
　福祉心理学科　→　129ページへ

カリキュラム表の見方と注意事項
１ ．単位数に○がついている科目は必修科目です。
　前：前期開講科目で数字は単位数
　通：通年開講科目で数字は単位数
　後：後期開講科目で数字は単位数
２．配当年次とは該当年次以上の学生が履修可能であって，その年次のみが対象ではありません。
３ �．科目名の最後についている（　）は，クラスを表します。その意味は以下の通りで，自分の所
属する学部学科クラス以外は履修登録することができません。
　　　　文部：文学部生のクラス
　　　　経部：経済学部生のクラス
　　　　社部：社会福祉学部生のクラス
　　　　文社部：文学部生と社会福祉学部生のクラス
　　　　経済：経済学科生のクラス
　　　　計心：福祉計画学科生と福祉心理学科生のクラス
　　　　臨：福祉臨床学科生のクラス
　�　なお，アルファベットのみのクラスは，原則どの学部学科生でも履修登録するこができますが，
中にはそうでない科目もありますので，備考欄で確認してください。
　�　また外国語科目と情報科目のクラスはあらかじめ指定されており，体育実技の科目はオリエン
テーション時に決まります。
４．クラス名の違う同一科目は，履修できません。
５．大学共通科目の各分野の必要最低単位数は， １年次に全て修得する必要はありません。
６ �．大学共通科目のⅠとⅡは，必ずしもセットで履修する必要はありませんが，ⅠとⅡが連続した
内容の科目もあるので講義要項を読んで判断してください。
７．大学共通科目の「外国語科目」など，週 ２回授業がある科目もあるので注意してください。
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８ ．遠隔講義の履修について
　�　遠隔講義とは，特定の曜日・時間帯に特定の教室で行う通常の対面授業ではなく，履修者が任
意の曜日・時間帯にインターネットを介して受ける授業のことです。

　�　授業開始時の説明会，スクーリング（対面授業・指導）及び定期試験などは教室で行われる場
合もありますが，毎回の授業は，ある定められた期間内の任意の時間帯に，教室以外の場所でパ
ソコンを使って履修者が自律的に学習を進めるものです。

　�　履修の条件としては，自宅で授業を受ける場合はパソコンが常設され，かつインターネットに
接続されていることとなります。また，大学の情報実習室を利用して授業を受けてもかまいませ
ん。その他の条件については，講義要項（シラバス）における各科目担当者の指示に従ってください。
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大学共通科目

履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

8551 精 神 衛 生 学 2 田　辺　　　等 ２ 単位を修得すること
8012 身 体 の 科 学 Ⅰ 2 佐々木　　　敏
8013 身 体 の 科 学 Ⅱ 2 佐々木　　　敏
8014 ス ポ ー ツ 医 学 2 佐々木　　　敏 コーディネーター
8015 ス ポ ー ツ 生 理 学 2 星　野　宏　司

工　藤　　　憲
8016 ス ポ ー ツ 栄 養 学 2 岡　野　五　郎

岡 部 哲 子
8017 運 動 の 科 学 2 佐々木　　　敏
8018 体 力 育 成 論 2 佐々木　　　敏
8021 体 育 実 技 Ⅰ A 　 2 　 　 　 　 佐々木　　　敏 　
8022 B 　 2 　 　 　 　 星　野　宏　司 　
8023 C 　 2 　 　 　 　 角　田　和　彦 　
8024 D 　 2 　 　 　 　 菊　地　はるひ 　
8025 E 　 2 　 　 　 　 　 工　藤　　　憲 　
8026 F 　 2 　 　 　 　 古　川　善　夫 　
8027 G 　 2 　 　 　 　 永　谷　　　稔 　
8028 H 　 2 　 　 　 　 大　西　昌　美 　
8029 I 　 2 　 　 　 　 森　　　 敏 　
8031 J 　 2 　 　 　 　 　 横　山　茜　理 　

　 　 　 　 　 白　川　和　希 　
魚 住 智 広

8032 K 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角　田　和　彦 アダプテッド・スポーツクラス※
8051 体 育 実 技 Ⅱ A 　 　 2 　 　 　 佐々木　　　敏 　
8052 B 　 　 2 　 　 　 星　野　宏　司 　
8053 C 　 　 2 　 　 　 角　田　和　彦 　
8054 D 　 　 2 　 　 　 菊　地　はるひ 　
8055 E 　 　 2 　 　 　 工　藤　　　憲 　
8056 F 　 　 2 　 　 　 古　川　善　夫 　
8057 G 　 　 2 　 　 　 永　谷　　　稔 　
8058 H 　 　 2 　 　 　 大　西　昌　美 　
8059 I 　 　 2 　 　 　 山　仲　勇二郎 　
8061 J 　 　 2 　 　 　 横　山　茜　理 　

　 　 　 　 　 白　川　和　希 　
魚 住 智 広

8062 K 　 　 　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 角　田　和　彦 アダプテッド・スポーツクラス※
8081 生 涯 ス ポ ー ツ Ⅰ A 2 佐々木　　　敏
8082 B 2 星　野　宏　司
8083 C 2 角　田　和　彦
8084 生 涯 ス ポ ー ツ Ⅱ A 2 佐々木　　　敏
8085 B 2 星　野　宏　司
8086 C 2 角　田　和　彦
8087 ス ポ ー ツ 実 技 1 星　野　宏　司

工　藤　　　憲
8089 健 康 運 動 実 技 1 星　野　宏　司

工　藤　　　憲
8091 身 体 と 心 の 科 学 演 習 Ⅰ 2 角　田　和　彦
8093 身 体 と 心 の 科 学 演 習 Ⅱ 2 佐々木　　　敏

人
文
科
学
と
人
間

8095 哲 学 Ⅰ A 2 神　谷　幹　夫 ２ 単位を修得すること
8096 B 2 神　谷　幹　夫
8097 哲 学 Ⅱ A 2 神　谷　幹　夫
8098 B 2 神　谷　幹　夫
8003 心 理 学 Ⅰ A 2 今　川　民　雄
8004 B 2 高　橋　雅　治
8001 C 2 渡　辺　　　舞
8019 （遠隔）2 中　嶋　輝　明 遠隔講義
8008 心 理 学 Ⅱ A 2 柴　田　利　男
8009 B 2 今　川　民　雄
8006 C 2 中　村　　　浩

※科目担当者の許可を得た学生のみ履修可
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後
人
文
科
学
と
人
間

8101 倫 理 と 人 間 2 増　渕　隆　史
8102 生 命 と 倫 理 2 増　渕　隆　史
8181 音 楽 の 世 界 2 西　井　雅　司
8185 美 術 の 世 界 A 2 柴　橋　伴　夫
8186 B 2 柴　橋　伴　夫
8553 文 学 の 世 界 2 宮　崎　靖　士

自
　
然
　・

　
科
　
学
　
技
　
術
　・

　
人
　
間

8103 科 学 と 人 間 2 佐　藤　俊　治 文学部生、経済学部経営情報学科生、経済法
学科生及び社会福祉学部生は ２ 単位を修得す
ること
経済学部経済学科生は、統計学Ⅰ、数学Ⅰ及
び数学Ⅱの中から ２ 科目 ４ 単位を修得するこ
と

8105 物 質 の 世 界 2 堀　田　健　司
8111 生 命 の 科 学 Ⅰ（文社部）2 高　橋　孝　三
8112 （経部）2 高　橋　孝　三
8113 生 命 の 科 学 Ⅱ（文社部） 2 干　場　敏　博
8114 （経部）2 干　場　敏　博
8115 環 境 と 人 間 Ⅰ（文部）2 太　田　幸　雄
8117 （経部）2 太　田　幸　雄
8118 （社部）2 吉　田　　　磨
8121 環 境 と 人 間 Ⅱ（文部） 2 高　橋　孝　三
8123 （経部） 2 吉　田　　　磨
8124 （社部） 2 吉　田　　　磨
8145 統 計 学 Ⅰ A 2 澤　田　　　裕 　経済学部経済学科生クラス8146 B 2 吉　田　知　行
8147 C 2 吉　田　知　行 経済学部経済学科生以外クラス
8148 統 計 学 Ⅱ 2 澤　田　　　裕
8314 数 学 Ⅰ A 2 吉　田　知　行 　経済学部経済学科生クラス8315 B 2 吉　田　知　行
8316 C 2 吉　田　知　行 経済学部経済学科生以外クラス
8317 数 学 Ⅱ A 2 吉　田　知　行 　経済学部経済学科生クラス8318 B 2 吉　田　知　行
8319 C 2 吉　田　知　行 経済学部経済学科生以外クラス

社
　
　
　
会
　
　
　
と
　
　
　
人
　
　
　
間

8127 日 本 国 憲 法 A 2 岩　本　一　郎 ２ 単位を修得すること
8128 B 2 岩　本　一　郎
8129 C 2 篠　田　　　優
8131 法 学 2 足　立　清　人
8555 投 資 の 仕 組 み 2 陸　川　富　盛
8557 現 代 世 界 の 歴 史〔東洋〕2 秋　山　淳　子
8558 現 代 世 界 の 歴 史〔西洋〕 2 山 我 哲 雄
8133 政 治 学 Ⅰ 2 萱　野　智　篤
8135 政 治 学 Ⅱ 2 萱　野　智　篤
8137 経 済 学 Ⅰ 2 勝　村　　　務
8139 経 済 学 Ⅱ 2 岡 部 洋 實
0015 社 会 学 Ⅰ 2 水　川　喜　文
8143 社 会 学 Ⅱ 2 西　脇　裕　之
8151 文 化 人 類 学 2 小　西　信　義
8153 メ デ ィ ア と 社 会 2 原　島　正　衛 コーディネーター　朝日新聞社との共同

勝　村　　　務

地
　
域
　
と
　
文
　
化

8154 北 方 圏 論（文社部）2 澤　井　　　玄 ２ 単位を修得すること
8155 （経部） 2 澤　井　　　玄
8156 A 2 鈴　木　克　典 コーディネーター
8158 北 海 道 文 化 論 Ⅰ A 2 出利葉　浩　司
8159 B 2 出利葉　浩　司
8157 C 2 出利葉　浩　司
8161 北 海 道 文 化 論 Ⅱ（文社部） 2 煎　本　　　孝
8162 （経部） 2 煎　本　　　孝
8811 中 国 事 情〔国際〕 4 邴 勝
8171 日 本 の 文 化 Ⅰ（文社部）2 柴　橋　伴　夫
8172 （経部）2 柴　橋　伴　夫
8175 日 本 の 文 化 Ⅱ A 2 柴　橋　伴　夫
8176 B 2 柴　橋　伴　夫

⎩
⎨
⎧

⎩
⎨
⎧

⎩
⎨
⎧
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

地

域

と

文

化

8561 古 典 籍 の 世 界 2 宮　澤　照　恵
8187 中 国 の 文 化 Ⅰ 2 西　　 信 康
8191 中 国 の 文 化 Ⅱ 2 江　尻　徹　誠
8194 韓 国 ・ 朝 鮮 の 文 化 2 鄭　　　根　珠
8201 ア メ リ カ の 文 化 Ⅰ A 2 瀬名波　栄　潤
8202 B 2 吉　田　かよ子
8205 ア メ リ カ の 文 化 Ⅱ A 2 瀬名波　栄　潤
8206 B 2 吉　田　かよ子
8211 ヨ ー ロ ッ パ の 文 化 Ⅰ A 2 神　谷　幹　夫
8212 B 2 神　谷　幹　夫
8215 ヨ ー ロ ッ パ の 文 化 Ⅱ 2 神　谷　幹　夫
8565 国 際 文 化 論 Ⅰ 2 朴　　　仁　哲
8567 国 際 文 化 論 Ⅱ 2 朴　　　仁　哲

宗
　
　
　
　
教
　
　
　
　
と
　
　
　
　
文
　
　
　
　
化

キ
　
リ
　
ス
　
ト
　
教
　
文
　
化

8231 聖 書 の 思 想 と 文 化 Ⅰ A 2 山 吉 智 久 ２ 単位を修得すること
8232 B 2 山 吉 智 久
8233 C 2 山 吉 智 久
8234 D 2 山 吉 智 久
8235 聖 書 の 思 想 と 文 化 Ⅱ A 2 山 吉 智 久
8236 B 2 山 吉 智 久
8237 C 2 山 吉 智 久
8238 D 2 山 吉 智 久
8241 キリスト教の歴史と文化Ⅰ A 2 古　賀　清　敬
8242 B 2 古　賀　清　敬
8243 C 2 古　賀　清　敬
8245 キリスト教の歴史と文化Ⅱ A 2 古　賀　清　敬
8246 B 2 古　賀　清　敬
8247 C 2 古　賀　清　敬
8251 キリスト教の世界観・人間観 2 古　賀　清　敬

諸
宗
教
文
化

8261 現 代 と 宗 教 2 山　我　哲　雄 コーディネーター　 ２ 単位を修得すること
8255 比 較 宗 教 学 A 2 山　我　哲　雄
8256 B 2 山　我　哲　雄
8267 東アジアの宗教思想と文化 2 西　　 信 康
8271 イ ン ド の 思 想 と 文 化 2 石　飛　道　子
8274 仏教の思想と文化（文社部） 2 石　飛　道　子
8275 （経部） 2 石　飛　道　子
8277 イ ス ラ ム 教 の 思 想 と 文 化 2 山　我　哲　雄

演
習
8281 宗 教 と 文 化 演 習 Ⅰ 2 山　我　哲　雄
8285 宗 教 と 文 化 演 習 Ⅱ 2 山　我　哲　雄

演
　
習
　
科
　
目

8581 教 養 演 習 Ⅰ A 2 宮　澤　照　恵
8582 B 2 高　橋　孝　三
8583 C 2 水　川　喜　文
8584 D 2 金　子　大　輔
8585 E 2 山 吉 智 久
8591 教 養 演 習 Ⅱ A 2 宮　澤　照　恵
8592 B 2 高　橋　孝　三
8593 C 2 水　川　喜　文
8594 D 2 金　子　大　輔
8595 E 2 山 吉 智 久

総
合
講
義

8571 平 和 学 Ⅰ 2 片 岡　　 徹 コーディネーター
8572 平 和 学 Ⅱ 2 萱　野　智　篤 コーディネーター
8294 ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 森　川　美　生
8295 北 星 学 A 2 日　高　嘉　彦 コーディネーター
8296 北 星 学 B 2 日　高　嘉　彦 コーディネーター

キ
ャ
リ
ア
教
育
関
連
科
目

キ
ャ
リ
ア
教
育

8575 職 業 と 人 生 Ⅰ A ○22 平　野　恵　子 文学部生、経済学部生及び社会福祉学部福祉
心理学科生は ２ 単位必修とする※8576 B ○22 平　野　恵　子

8577 C ○22 原　島　正　衛 経済学部経済学科生クラス
勝　村　　　務

※社会福祉学部福祉計画学科生及び福祉臨床学科生は履修することができない。
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

キ

ャ

リ

ア

教

育

関

連

科

目

キ
ャ
リ
ア
教
育

8311 職 業 と 人 生 Ⅱ A 2 本　田　勝　裕 ２ 年次生のみ履修可
8312 B 2 本　田　勝　裕
8313 C 2 原　島　正　衛 経済学科クラス　履修者制限あり

勝　村　　　務

日

本

語

科

目

8601 日 本 語 表 現 Ⅰ（文部Ａ）○22 宮　澤　照　恵 ２ 単位必修
8602 （文部Ｂ）○22 吉　村　悠　介
8603 （文部Ｃ）○22 木　谷　　　満
8604 （文部Ｄ）○22 田　代　早矢人
8605 （文部Ｅ）○22 浅　野　正　道
8606 （文部Ｆ）○22 田　村　早　苗
8607 （文部Ｇ）○22 石　垣　佳奈子
8608 （文部Ｈ）○22 田　村　早　苗
8609 （文部Ｉ）○22 松　浦　年　男
8610 （文部Ｊ）○22 高　島　　　猛
8611 （文部Ｋ）○22 高　木　　　維
8612 （文部Ｌ）○22 廣　瀬　公　彦
8614 （経部Ａ）○22 宮　澤　照　恵
8615 （経部Ｂ）○22 木　谷　　　満
8616 （経部Ｃ）○22 田　代　早矢人
8617 （経部Ｄ）○22 田　代　早矢人
8618 （経部Ｅ）○22 宮　崎　靖　士
8619 （経部Ｆ）○22 高　島　　　猛
8620 （経部Ｇ）○22 高　島　　　猛
8621 （経部Ｈ）○22 浅　野　正　道
8622 （経部Ｉ）○22 浅　野　正　道
8623 （経部Ｊ）○22 木　谷　　　満
8624 （経部Ｋ）○22 石　垣　佳奈子
8625 （経部Ｌ）○22 松　浦　年　男
8626 （経部Ｍ）○22 吉　村　悠　介
8627 （経部Ｎ）○22 石　垣　佳奈子
8628 （経部Ｏ）○22 宮　崎　靖　士
8629 （経部Ｐ）○22 田　村　早　苗
8630 （経部Ｑ）○22 松　浦　年　男
8631 （経部Ｒ）○22 田　村　早　苗
8632 （経部Ｓ）○22 高　木　　　維
8633 （経部Ｔ）○22 高　木　　　維
8634 （経部Ｕ）○22 岸 本 宜 久
8701 （経部Ｖ）○22 水 川 喜 文
8702 （経部Ｗ）○22 廣　瀬　公　彦
8635 （社部Ａ）○22 宮　澤　照　恵
8636 （社部Ｂ）○22 田　村　早　苗
8637 （社部Ｃ）○22 田　代　早矢人
8638 （社部Ｄ）○22 浅　野　正　道
8639 （社部Ｅ）○22 高　島　　　猛
8640 （社部Ｆ）○22 木　谷　　　満
8641 （社部Ｇ）○22 宮　崎　靖　士
8642 （社部Ｈ）○22 吉　村　悠　介
8643 （社部Ｉ）○22 松　浦　年　男
8644 （社部Ｊ）○22 松　浦　年　男
8645 （社部Ｋ）○22 宮　崎　靖　士
8646 （社部Ｌ）○22 田　村　早　苗
8647 （社部Ｍ）○22 石　垣　佳奈子
8648 （社部Ｎ）○22 高　木　　　維
8649 （社部Ｏ）○22 岸 本 宜 久
8651 日 本 語 表 現 Ⅱ（文部Ａ） ○22 宮　澤　照　恵 ２ 単位必修
8652 （文部Ｂ） ○22 吉　村　悠　介
8653 （文部Ｃ） ○22 木　谷　　　満
8654 （文部Ｄ） ○22 田　代　早矢人
8655 （文部Ｅ） ○22 浅　野　正　道
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

キ

ャ

リ

ア

教

育

関

連

科

目

日

本

語

科

目

8656 日 本 語 表 現 Ⅱ（文部Ｆ） ○22 宮　崎　靖　士
8657 （文部Ｇ） ○22 石　垣　佳奈子
8658 （文部Ｈ） ○22 田　村　早　苗
8659 （文部Ｉ） ○22 松　浦　年　男
8660 （文部Ｊ） ○22 高　島　　　猛
8661 （文部Ｋ） ○22 高　木　　　維
8662 （文部Ｌ） ○22 廣　瀬　公　彦
8664 （経部Ａ） ○22 宮　澤　照　恵
8665 （経部Ｂ） ○22 木　谷　　　満
8666 （経部Ｃ） ○22 田　代　早矢人
8667 （経部Ｄ） ○22 田　代　早矢人
8668 （経部Ｅ） ○22 宮　崎　靖　士
8669 （経部Ｆ） ○22 高　島　　　猛
8670 （経部Ｇ） ○22 高　島　　　猛
8671 （経部Ｈ） ○22 浅　野　正　道
8672 （経部Ｉ） ○22 浅　野　正　道
8673 （経部Ｊ） ○22 木　谷　　　満
8674 （経部Ｋ） ○22 石　垣　佳奈子
8675 （経部Ｌ） ○22 松　浦　年　男
8676 （経部Ｍ） ○22 吉　村　悠　介
8677 （経部Ｎ） ○22 石　垣　佳奈子
8678 （経部Ｏ） ○22 宮　崎　靖　士
8679 （経部Ｐ） ○22 田　村　早　苗
8680 （経部Ｑ） ○22 松　浦　年　男
8681 （経部Ｒ） ○22 田　村　早　苗
8682 （経部Ｓ） ○22 高　木　　　維
8683 （経部Ｔ） ○22 高　木　　　維
8684 （経部Ｕ） ○22 岸 本 宜 久
8703 （経部Ｖ） ○22 水 川 喜 文
8704 （経部Ｗ） ○22 廣　瀬　公　彦
8685 （社部Ａ） ○22 宮　澤　照　恵
8686 （社部Ｂ） ○22 田　村　早　苗
8687 （社部Ｃ） ○22 田　代　早矢人
8688 （社部Ｄ） ○22 浅　野　正　道
8689 （社部Ｅ） ○22 高　島　　　猛
8690 （社部Ｆ） ○22 木　谷　　　満
8691 （社部Ｇ） ○22 宮　崎　靖　士
8692 （社部Ｈ） ○22 吉　村　悠　介
8693 （社部Ｉ） ○22 松　浦　年　男
8694 （社部Ｊ） ○22 松　浦　年　男
8695 （社部Ｋ） ○22 宮　崎　靖　士
8696 （社部Ｌ） ○22 田　村　早　苗
8697 （社部Ｍ） ○22 石　垣　佳奈子
8698 （社部Ｎ） ○22 高　木　　　維
8699 （社部Ｏ） ○22 岸 本 宜 久

情
　
　
報
　
　
科
　
　
目

8401 情 報 入 門（英Ａ）○22 池 見 真 由 ２ 単位必修
8402 （英Ｂ）○22 下 條 暁 司
8403 （英Ｃ）○22 金 子 大 輔
8406 （コＡ）○22 渡 辺 隼 人
8407 （コＢ）○22 小 幡 直 弘
8408 （コＣ）○22 今　井　　　史
8411 （経Ａ）○22 下 條 暁 司
8412 （経Ｂ）○22 田　所　　　智
8413 （経Ｃ）○22 小 幡 直 弘
8414 （経Ｄ）○22 佐々木　三公子
8415 （経Ｅ）○22 古 谷 次 郎
8421 （情Ａ）○22 渡 辺 隼 人
8422 （情Ｂ）○22 鈴 木 克 典
8423 （情Ｃ）○22 大 瀨 幸 則
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授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

キ

ャ

リ

ア

教

育

関

連

科

目

情

報

科

目

8426 情 報 入 門（法Ａ）○22 金 子 大 輔
8427 （法Ｂ）○22 伊 藤 博 晃
8428 （法Ｃ）○22 田　所　　　智
8431 （計Ａ）○22 中 嶋 輝 明
8432 （計Ｂ）○22 大 瀨 幸 則
8433 （計Ｃ）○22 金 子 大 輔
8435 （臨Ａ）○22 山　田　志真子
8436 （臨Ｂ）○22 中 嶋 輝 明
8437 （臨Ｃ）○22 池 見 真 由
8441 （福心Ａ）○22 佐々木　三公子
8442 （福心Ｂ）○22 中 嶋 輝 明
8451 情 報 活 用 Ⅰ（英Ａ） 2 佐々木　三公子 情報活用Ⅰまたは情報活用Ⅱいずれか １ 科目

２ 単位を修得すること
情報活用Ⅰを修得した者は、情報活用Ⅱを履
修することができない。また、情報活用Ⅱを
修得した者は、情報活用Ⅰを履修することが
できない。

8452 （英Ｂ） 2 中 嶋 輝 明
8455 （コＡ） 2 田　所　　　智
8456 （コＢ） 2 金 子 大 輔
8461 （経Ａ） 2 古 谷 次 郎
8462 （経Ｂ） 2 下 條 暁 司
8463 （経Ｃ） 2 佐々木　三公子
8465 （情Ａ） 2 田　所　　　智
8466 （情Ｂ） 2 伊 藤 博 晃
8471 （法Ａ） 2 下 條 暁 司
8472 （法Ｂ） 2 中 嶋 輝 明
8475 （計Ａ） 2 古 谷 次 郎
8476 （計Ｂ） 2 山　田　志真子
8481 （臨Ａ） 2 渡 辺 隼 人
8482 （臨Ｂ） 2 田　所　　　智
8485 （福心Ａ） 2 池 見 真 由
8491 情 報 活 用 Ⅱ（英Ｃ） 2 池 見 真 由
8492 （英Ｄ） 2 金 子 大 輔
8495 （コＣ） 2 今　井　　　史
8496 （コＤ） 2 小 幡 直 弘
8502 （経Ｄ） 2 中 嶋 輝 明
8503 （経Ｅ） 2 渡 辺 隼 人
8504 （経Ｆ） 2 小 幡 直 弘
8505 （情Ｃ） 2 鎌 田 直 矢
8506 （情Ｄ） 2 中 嶋 輝 明
8511 （法Ｃ） 2 金 子 大 輔
8512 （法Ｄ） 2 伊 藤 博 晃
8515 （計Ｃ） 2 中 嶋 輝 明
8516 （計Ｄ） 2 大 瀨 幸 則
8521 （臨Ｃ） 2 大 瀨 幸 則
8522 （臨Ｄ） 2 池 見 真 由
8525 （福心Ｂ） 2 大 瀨 幸 則
8531 ハ ー ド ウ ェ ア 基 礎 2 中　嶋　輝　明 集中講義　情報入門及び情報活用Ⅰ又は情報活

用Ⅱの ２ 科目 ４ 単位の修得を履修の条件とする8535 ソ フ ト ウ ェ ア 基 礎 2 金　子　大　輔

外
　
　
　
国
　
　
　
語

英
　
　
　
　
　
　
　
語

0506 英 語 Ⅰ（コＡ）2 ケビン・リトン 文学部英文学科生は、ドイツ語Ⅰ～Ⅳ、フラ
ンス語Ⅰ～Ⅳ、中国語Ⅰ～Ⅳ又は韓国語Ⅰ～
Ⅳのいずれか ４ 科目 ８ 単位を修得すること
文学部心理・応用コミュニケーション学科
生、経済学部経営情報学科生、経済法学科生
及び社会福祉学部生は、英語Ⅰ～Ⅳ、ドイツ
語Ⅰ～Ⅳ、フランス語Ⅰ～Ⅳ、中国語Ⅰ～Ⅳ
又は韓国語Ⅰ～Ⅳのいずれか ４ 科目 ８ 単位を
修得すること
経済学部経済学科生は，英語Ⅰ・Ⅱの ２ 科目
４ 単位を修得し、加えてドイツ語Ⅰ・Ⅱ、フ
ランス語Ⅰ・Ⅱ、中国語Ⅰ・Ⅱ、韓国語Ⅰ・
Ⅱのいずれか ２ 科目 ４ 単位を修得し、さらに
英語Ⅲ・Ⅳの ２ 科目 ４ 単位か、上記で選択し
た英語以外の外国語科目のⅢ・Ⅳの ２ 科目 ４
単位を修得すること

井　上　千恵子
0507 （コＢ）2 木　村　有　咲

ジェームズ・アリソン
0508 （コＣ）2 棚　瀬　江里哉

ケンレイー・フリーゼン
0511 英 語 Ⅰ（経済Ａ）2 トーマス ･ ゲッツ

吉　田　かよ子
0512 （経済Ｂ）2 中　屋　　　晃

フランク ･ ヤング
0513 （経済Ｃ）2 ジョエル ･ ライアン

中　屋　　　晃
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

外

国

語

英

語

0514 英 語 Ⅰ（経済Ｄ）2 村 井 泰 廣
トーマス・ゲッツ

0515 （経済Ｅ）2 デビッド・フレナー
村 井 泰 廣

0516 （経済Ｆ）2 川 名 早 苗
クリストファー・カートニー

0517 （経部Ｇ）2 西 原 明 希
ジェームズ・アリソン

0518 （経部Ｈ）2 フランク・ヤング
木 村 有 咲

0519 （経部Ｉ）2 ブリックリン・ゼフ
中　屋　　　晃

0521 （経部Ｊ）2 棚　瀬　江里哉
アラン・マロック

0522 （経部Ｋ）2 ジェームズ・アリソン
黒 澤 藤 子

0531 英 語 Ⅰ（社部Ａ）2 ケビン・リトン 
木 村 有 咲

0532 （社部Ｂ）2 村 井 泰 廣
アニー・ミラー

0533 （社部Ｃ）2 木 村 有 咲
トーマス・ゲッツ

0534 （社部Ｄ）2 川 名 早 苗
ケンレイー・フリーゼン

0535 （社部Ｅ）2 ジェームズ・アリソン
井　上　千恵子

0556 英 語 Ⅱ（コＡ） 2 棚　瀬　江里哉 文学部生、経済学部経営情報学科生、経済法
学科生及び社会福祉学部生で、自分が選択し
た以外の言語を履修する場合は、自分が選択
した言語 ８ 単位を修得した後、 ３ 年次以降に
履修すること
経済学部経済学科生で、自分が選択した以外
の言語を履修する場合は、英語Ⅰ・Ⅱを含む
自分が選択した言語12単位を修得した後、 ３
年次以降に履修すること

ケンレイー・フリーゼン
0557 （コＢ） 2 ケビン・リトン

井　上　千恵子
0558 （コＣ） 2 木 村 有 咲

ジェームズ・アリソン
0561 英 語 Ⅱ（経済Ａ） 2 川 名 早 苗

フランク・ヤング
0562 （経済Ｂ） 2 トーマス・ゲッツ

西 原 明 希
0563 （経済Ｃ） 2 村 井 泰 廣

トーマス・ゲッツ
0564 （経済Ｄ） 2 ジョエル・ライアン

川 名 早 苗
0565 （経済Ｅ） 2 棚　瀬　江里哉

クリストファー・カートニー
0566 （経済Ｆ） 2 デビッド・フレナー

中　屋　　　晃
0567 （経部Ｇ） 2 フランク・ヤング

木 村 有 咲
0568 （経部Ｈ） 2 西 原 明 希

ジェームズ・アリソン
0569 （経部Ｉ） 2 ジェームズ・アリソン

重 成 美 雪
0571 （経部Ｊ） 2 ブリックリン・ゼフ

黒 澤 藤 子
0572 （経部Ｋ） 2 重 成 美 雪

アラン・マロック
0581 英 語 Ⅱ（社部Ａ） 2 川 名 早 苗

トーマス・ゲッツ
0582 （社部Ｂ） 2 ケビン・リトン 

木 村 有 咲
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

外

国

語

英

語

0583 英 語 Ⅱ（社部Ｃ） 2 村 井 泰 廣
アニー・ミラー

0584 （社部Ｄ） 2 アニー・ミラー
井　上　千恵子

0585 （社部Ｅ） 2 木　村　有　咲
ケンレイー・フリーゼン

0601 英 語 Ⅲ（コＡ） 2 西 原 明 希
ケンレイー・フリーゼン

0602 （コＢ） 2 ロバート・ジョンソン
棚　瀬　江里哉

0603 （コＣ） 2 ケビン・リトン 
川 名 早 苗

0606 英 語 Ⅲ（経部Ａ） 2 ブリックリン・ゼフ
棚　瀬　江里哉

0607 （経部Ｂ） 2 西 原 明 希
トーマス・ゲッツ

0608 （経部Ｃ） 2 フランク・ヤング
中　屋　　　晃

0609 （経部Ｄ） 2 黒 澤 藤 子
ジェームズ・アリソン

0611 （経部Ｅ） 2 中　屋　　　晃
アラン・マロック

0612 （経部Ｆ） 2 井　上　千恵子
ジェラルド・ハルボーセン

0613 （経部Ｇ） 2 クリストファー・カートニー
重 成 美 雪

0614 （経部Ｈ） 2 ジェームズ・アリソン
黒 澤 藤 子

0615 （経部Ｉ） 2 重 成 美 雪
アニー・ミラー

0621 英 語 Ⅲ（社部Ａ） 2 ケビン・リトン 
井　上　千恵子

0622 （社部Ｂ） 2 西 原 明 希
ケンレイー・フリーゼン

0623 （社部Ｃ） 2 ロバート・ジョンソン
棚　瀬　江里哉

0624 （社部Ｄ） 2 川 名 早 苗
クリストファー・カートニー

0625 （社部Ｅ） 2 デビッド・フレナー
村 井 泰 廣

0651 英 語 Ⅳ（コＡ） 2 ケビン・リトン 
棚　瀬　江里哉

0652 （コＢ） 2 西 原 明 希
ケンレイー・フリーゼン

0653 （コＣ） 2 ロバート・ジョンソン
吉　田　かよ子

0656 英 語 Ⅳ（経部Ａ） 2 西 原 明 希
トーマス・ゲッツ

0657 （経部Ｂ） 2 フランク・ヤング
中　屋　　　晃

0658 （経部Ｃ） 2 黒 澤 藤 子
ジェームズ・アリソン

0659 （経部Ｄ） 2 ブリックリン・ゼフ
棚　瀬　江里哉

0661 （経部Ｅ） 2 重 成 美 雪
ジェラルド・ハルボーセン

0662 （経部Ｆ） 2 ジェームズ・アリソン
黒 澤 藤 子
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

外

国

語

英

語

0663 英 語 Ⅳ（経部Ｇ） 2 中　屋　　　晃
アラン・マロック

0664 （経部Ｈ） 2 クリストファー・カートニー
重 成 美 雪

0665 （経部Ｉ） 2 井　上　千恵子
クリストファー・カートニー

0671 英 語 Ⅳ（社部Ａ） 2 西 原 明 希
ケンレイー・フリーゼン

0672 （社部Ｂ） 2 ケビン・リトン 
中　屋　　　晃

0673 （社部Ｃ） 2 川 名 早 苗
クリストファー・カートニー

0674 （社部Ｄ） 2 デビッド・フレナー
村 井 泰 廣

0675 （社部Ｅ） 2 ロバート・ジョンソン
井　上　千恵子

ド
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
語

0701 ド イ ツ 語 Ⅰ（文部）2 佐　藤　修　子
ダニエル・アーノルド

0703 （経部）2 トーラルフ・ハイネマン
佐　藤　修　子

0705 （社部）2 下　田　恭　子
ダニエル・アーノルド

0711 ド イ ツ 語 Ⅱ（文部） 2 佐　藤　修　子
ダニエル・アーノルド

0713 （経部） 2 トーラルフ・ハイネマン
佐　藤　修　子

0715 （社部） 2 下　田　恭　子
ダニエル・アーノルド

0721 ド イ ツ 語 Ⅲ（文部） 2 佐　藤　修　子
ゲーザ・オルデハーフェル

0723 （経部） 2 トーラルフ・ハイネマン
佐　藤　修　子

0725 （社部） 2 下　田　恭　子
ゲーザ・オルデハーフェル

0731 ド イ ツ 語 Ⅳ（文部） 2 佐　藤　修　子
ゲーザ・オルデハーフェル

0733 （経部） 2 トーラルフ・ハイネマン
佐　藤　修　子

0735 （社部） 2 下　田　恭　子
ゲーザ・オルデハーフェル

フ
　
　
ラ
　
　
ン
　
　
ス
　
　
語

0751 フ ラ ン ス 語 Ⅰ（文部Ａ）2 高　橋　百　代
0752 （文部Ｂ）2 高　野　真理子

ニコラ・ジェゴンデ
0754 （経部）2 林　　　宏　和

ヤヤウィ・セドリック
0756 （社部）2 高　野　真理子

ニコラ・ジェゴンデ
0761 フ ラ ン ス 語 Ⅱ（文部Ａ） 2 高　橋　百　代
0762 （文部Ｂ） 2 高　野　真理子

ニコラ・ジェゴンデ
0764 （経部） 2 林　　　宏　和

ヤヤウィ・セドリック
0766 （社部） 2 高　野　真理子

ニコラ・ジェゴンデ
0771 フ ラ ン ス 語 Ⅲ（文部Ａ） 2 高　橋　百　代

ヤヤウィ・セドリック
0772 （文部Ｂ） 2 ヤヤウィ・セドリック

高　橋　百　代
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

外

国

語

フ
　
ラ
　
ン
　
ス
　
語

0773 フ ラ ン ス 語 Ⅲ（経部） 2 林　　　宏　和
ヤヤウィ・セドリック

0775 （社部） 2 カリム・メシェダル
林　　　宏　和

0781 フ ラ ン ス 語 Ⅳ（文部Ａ） 2 高　橋　百　代
ヤヤウィ・セドリック

0782 （文部Ｂ） 2 ヤヤウィ・セドリック
高　橋　百　代

0783 （経部） 2 林　　　宏　和
ヤヤウィ・セドリック

0785 （社部） 2 カリム・メシェダル
林　　　宏　和

中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語

0851 中 国 語 Ⅰ（文部Ａ）2 邴 勝
山　田　敦　士

0852 （文部Ｂ）2 藤 井 得 弘
胡　　　慧　君

0853 （経部Ａ）2 日野杉　匡　大
邴 勝

0854 （経部Ｂ）2 加　部　勇一郎
楊　　　安　娜

0855 （経部Ｃ）2 清　水　賢一郎
張　　　阿　金

0856 （社部）2 藤 井 得 弘
胡　　　慧　君

0861 中 国 語 Ⅱ（文部Ａ） 2 邴 勝
山 田 敦 士

0862 （文部Ｂ） 2 藤 井 得 弘
胡　　　慧　君

0863 （経部Ａ） 2 日野杉　匡　大
邴 勝

0864 （経部Ｂ） 2 加　部　勇一郎
楊　　　安　娜

0865 （経部Ｃ） 2 清　水　賢一郎
張　　　阿　金

0866 （社部） 2 藤 井 得 弘
胡　　　慧　君

0871 中 国 語 Ⅲ（文部Ａ） 2 山　田　敦　士
楊　　　安　娜

0872 （文部Ｂ） 2 張　　　阿　金
山 本 範 子

0878 （文部Ｃ） 2 山 本 範 子
邴 勝

0873 （経部Ａ） 2 日野杉　匡　大
張　　　阿　金

0874 （経部Ｂ） 2 加　部　勇一郎
楊　　　安　娜

0876 （社部） 2 邴 勝
山 本 範 子

0881 中 国 語 Ⅳ（文部Ａ） 2 山　田　敦　士
楊　　　安　娜

0882 （文部Ｂ） 2 張　　　阿　金
山 本 範 子

0888 （文部Ｃ） 2 山 本 範 子
邴 勝

0883 （経部Ａ） 2 日野杉　匡　大
張　　 阿　 金

0884 （経部Ｂ） 2 加　部　勇一郎
楊　　　安　娜

0886 （社部） 2 邴 勝
山 本 範 子
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

外

国

語

韓
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語

0801 韓 国 語 Ⅰ（文部）2 松　田　由　紀
0803 （経部Ａ）2 曺　　　順　姫
0804 （経部Ｂ）2 芳　賀　　　恵
0805 （経部Ｃ）2 李　　　連　珠

千　　　永　柱
0806 （社部Ａ）2 松 田 由 紀
0807 （社部Ｂ）2 瀧 元 智 恵

鄭　　　斗　鎬
0811 韓 国 語 Ⅱ（文部） 2 松　田　由　紀
0813 （経部Ａ） 2 曺　　　順　姫
0814 （経部Ｂ） 2 芳　賀　　　恵
0815 （経部Ｃ） 2 鄭　　　根　珠

千　　　永　柱
0816 （社部Ａ） 2 松 田 由 紀
0817 （社部Ｂ） 2 瀧 元 智 恵

鄭　　　斗　鎬
0821 韓 国 語 Ⅲ（文部） 2 井　上　敦　子
0823 （経部Ａ） 2 鄭　　　根　珠

曺　　　順　姫
0824 （経部Ｂ） 2 千　　　永　柱
0826 （社部Ａ） 2 瀧 元 智 恵
0827 （社部Ｂ） 2 井 上 敦 子

鄭　　　斗　鎬
0831 韓 国 語 Ⅳ（文部） 2 井　上　敦　子
0833 （経部Ａ） 2 鄭　　　根　珠

鄭　　　斗　鎬
0834 （経部Ｂ） 2 千　　　永　柱
0836 （社部Ａ） 2 瀧 元 智 恵
0837 （社部Ｂ） 2 井 上 敦 子

鄭　　　斗　鎬

英
　
　
語

0901 英 語 と 文 化 2 ジェームズ・アリソン 自分の選択した言語のみ履修すること
海 外 事 情（英語） 2 西　原　明　希

0904 上 級 英 語 Ⅰ 2 トーマス・ゲッツ 海外事情は通常海外に出かけて履修する科目
であるが、特段の事情によって言語教育部門
の審議の上、国内での履修を認めることがあ
る

0906 上 級 英 語 Ⅱ 2 中　屋　　　晃
0951 外 国 語 演 習（英語） 4 トーマス・ゲッツ

棚　瀬　江里哉

ド
イ
ツ
語

0911 ド イ ツ 語 と 文 化 2 佐　藤　修　子
海 外 事 情（ドイツ語） 2 佐　藤　修　子

0914 上 級 ド イ ツ 語 Ⅰ 2 ゲーザ・オルデハーフェル
0916 上 級 ド イ ツ 語 Ⅱ 2 ゲーザ・オルデハーフェル
0952 外 国 語 演 習（ドイツ語） 4 佐　藤　修　子

フ
ラ
ン
ス
語

0921 フ ラ ン ス 語 と 文 化 2 高　橋　百　代
海 外 事 情（フランス語） 2 高　橋　百　代

0924 上 級 フ ラ ン ス 語 Ⅰ 2 高　橋　百　代
0926 上 級 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 2 高　橋　百　代
0953 外 国 語 演 習（フランス語） 4 高　橋　百　代

中
　
国
　
語

0931 中 国 語 と 文 化 2 山　本　範　子
海 外 事 情（中国語） 2 山　本　範　子

0934 上 級 中 国 語 Ⅰ 2 山　本　範　子
0936 上 級 中 国 語 Ⅱ 2 山　本　範　子
0954 外 国 語 演 習（中国語） 4 山　本　範　子

韓
　
国
　
語

0941 韓 国 語 と 文 化 2 鄭　　　根　珠
海 外 事 情（韓国語） 2 鄭　　　根　珠

0944 上 級 韓 国 語 Ⅰ 2 鄭　　　根　珠
0946 上 級 韓 国 語 Ⅱ 2 鄭　　　根　珠
0955 外 国 語 演 習（韓国語） 4 鄭　　　根　珠

※�海外事情の履修登録は，参加申し込みをもって代える。海外事情への参加とそれに伴う授業の出席により単位修得ができる。
　ただし，事前調査を行い履修希望者が少ない場合は開講しない。
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国際交流関係科目

履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

国

際

交

流

コ

ー

ス

基 礎 日 本 語 Ａ　⑴ 3
⑵ 3

基 礎 日 本 語 Ｂ　⑴ 3
⑵ 3 梅 田 悦 雄

日 本 語 Ⅰ　Ａ 12 池 上 素 子

　�交換留学生を対象とした科目であるため，
本学学生は履修出来ない。

日 本 語 Ⅰ　Ｂ 12 藤 原 安 佐
日 本 語 Ⅱ　Ａ 12 今 井 史 子
日 本 語 Ⅱ　Ｂ 12 宇 山 小 夜
日 本 語 Ⅲ　Ａ 12 延　与　由美子
日 本 語 Ⅲ　Ｂ 12 今 泉 智 子
日 本 語 Ⅳ　Ａ 12 大 井 裕 子
日 本 語 Ⅳ　Ｂ 12 今 野 美 香
日 本 語 Ⅴ　Ａ 12 平　山　花菜絵
日 本 語 Ⅴ　Ｂ 12
上 級 日 本 語　Ａ 3
上 級 日 本 語　Ｂ 3
自 由 研 究　Ａ 3 野 原 克 仁
自 由 研 究　Ｂ 3
インターンシップ〔国際〕A 3 藤 原 安 佐 　日本語（英語への通訳付）による講義
( I n t e r n s h i p〔 I N T〕A)
インターンシップ〔国際〕B 3 藤 原 安 佐 　日本語（英語への通訳付）による講義
( I n t e r n s h i p〔 I N T〕B)

8856 日 本 の 文 学〔国際〕A 3  デビッド・フレナー 英語による講義
(Introduction to Japanese Literature〔INT〕A)

8857 日 本 の 文 学〔国際〕B 3  デビッド・フレナー 英語による講義
(Introduction to Japanese Literature〔INT〕B)

8858 日 本 の 歴 史〔国際〕A 3 ケンレイー・フリーゼン 英語による講義
(History of Japan〔INT〕A)

8859 日 本 の 歴 史〔国際〕B 3 ケンレイー・フリーゼン 英語による講義
(History of Japan〔INT〕B)

8861 日 本 の 社 会〔国際〕A 3 デビッド・アンダーソン 英語による講義
(Introduction to Japanese Society〔INT〕A)

8862 日 本 の 社 会〔国際〕B 3 デビッド・アンダーソン 英語による講義
(Introduction to Japanese Society〔INT〕B)

8863 日 本 の 経 済〔国際〕A 3 秋　森　　　弘 日本語（英語への通訳付）による講義
(Introduction to Japanese Economy〔INT〕A) 　
日 本 の 経 済〔国際〕B 3 2017年度開講せず
(Introduction to Japanese Economy〔INT〕B) 　
日 本 の 経 営〔国際〕A 3 2017年度開講せず
(Introduction to Japanese Business Management〔INT〕A)
日 本 の 経 営〔国際〕B 3 2017年度開講せず
(Introduction to Japanese Business Management〔INT〕B)
日 本 の 文 化〔国際〕A 3  2017年度開講せず
(Introduction to Japanese Culture〔INT〕A)

8868 日 本 の 文 化〔国際〕B 3  延　与　由美子 英語による講義
(Introduction to Japanese Culture〔INT〕B)

8871 国 際 経 済〔国際〕A 3 2017年度開講せず
International Economics〔INT〕A

8872 国 際 経 済〔国際〕B 3 竹野内　真　樹 日本語（英語への通訳付）による講義
International Economics〔INT〕B
日欧（経済）関係〔国際〕A 3 2017年度開講せず
(Economic Relations between Japan & Europe after World War II[INT]A)

8874 日 欧（経済）関係〔国際〕B 3 原　島　正　衛 英語による講義
(Economic Relations between Japan & Europe after World War II[INT]B)

8875 日 米（経済）関係〔国際〕A 3 グレゴリー・ウィーラー 英語による講義
Economic Relations between Japan & America after World War II〔INT〕A

⎩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⎨
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考１年次以上
履修可　　

２年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

４年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

国

際

交

流

コ

ー

ス

8876 日 米（経済）関係〔国際〕B 3 グレゴリー・ウィーラー 英語による講義
Economic Relations between Japan & America after World War II〔INT〕B
比 較 文 化 Ａ〔国際〕3 2017年度開講せず
(Comparative Culture A〔INT〕）
比 較 文 化 Ｂ〔国際〕 3 2017年度開講せず
(Comparative Culture B〔INT〕）

8881 マ ネ ジ メ ン ト 論 Ａ〔国際〕3 　　　雅　 英語による講義
M a n a g e m e n t  A〔INT〕

8882 マ ネ ジ メ ン ト 論 Ｂ〔国際〕 3 　　　雅　 英語による講義
M a n a g e m e n t  B〔INT〕

8883 メ デ ィ ア 論〔国際〕A 3 阪　井　　　宏 英語による講義
(Journalism & Mass Media in Japan〔INT〕A)

8884 メ デ ィ ア 論〔国際〕B 3 田 中 英 也 日本語（英語への通訳付）による講義
(Journalism & Mass Media in Japan〔INT〕B)

8885 コミュニケーション論〔国際〕A 3 ロバート・トムソン 英語による講義
(Communication〔INT〕A)

8886 コミュニケーション論〔国際〕B 3 ロバート・トムソン 英語による講義
(Communication〔INT〕B)
日本社会における言語とジェンダー〔国際〕A 3 2017年度開講せず
Language and Gender in Japanese Society〔INT〕A
日本社会における言語とジェンダー〔国際〕B 3 2017年度開講せず
Language and Gender in Japanese Society〔INT〕B

8811 中 国 事 情〔国際〕 4 邴 勝 日本語による講義

国 際 交 流 特 別 講 義 Ａ 3 2017年度開講せず
（ ）

8814 国 際 交 流 特 別 講 義 Ｂ 3 芳 賀　　 恵 韓国語と日本語による講義
（日 韓 比 較 文 化 論）
国 際 交 流 特 別 講 義 Ｃ 3 2017年度開講せず
（ ）
国 際 交 流 特 別 講 義 Ｄ 3 2017年度開講せず
（ ）

8817 国 際 交 流 特 別 講 義 Ｅ 3 鄭　　 根 珠 韓国語と日本語による講義
（日 韓 歴 史 文 化 論）
国 際 交 流 特 別 講 義 Ｆ 3 2017年度開講せず
（ ）
国 際 交 流 特 別 講 義 Ｇ 3 2017年度開講せず
（ ）
国 際 交 流 特 別 講 義 Ｈ 3 2017年度開講せず
（ ）

1975 日 本 語 教 授 法 Ⅰ 2 梅 田 悦 雄 日本語教授法Ⅰ・Ⅱはセット履修が条件で人数制限科目につき，詳細は別途掲示する
1976 日 本 語 教 授 法 Ⅱ 2 梅 田 悦 雄 日本語教授法Ⅰの修得が条件である
1977 日 本 語 教 授 法 Ⅲ 2 今 井 史 子 日本語教授法Ⅰ・Ⅱを修得していること

注）英語を母語としない教員が通訳付きで担当する科目に，交換留学生の履修者が全くいない場合は開講しないこととする。
※　国際交流関係科目の日本語教授法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは英文学科専門教育科目の日本語教授法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと同じ授業です。
※�　日本の文学〔国際〕は英文学科専門教育科目のジャパニーズ・リテラチャーと，日本の文化〔国際〕は英文学科専門教育科目
のジャパニーズ・カルチャーと同じ授業です。
　�　よって，英文学科専門教育科目のジャパニーズ・リテラチャーを履修する者又は修得した者は日本の文学〔国際〕を，英文学
科専門教育科目のジャパニーズ・カルチャーを履修する者又は修得した者は日本の文化〔国際〕を履修できません。
　　なお，日本の文学〔国際〕，日本の文化〔国際〕は ３年次から履修できます。
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卒業要件に算入される他学部・他学科専門教育科目
　自分の所属しない学科の科目を修得した場合でも，以下の表にある科目は「卒業要件」に算入されます。ただし，卒業要件に算
入できる単位数に上限がある学科もありますので，注意してください。

2013年度以降入学生適用
所属
学科 卒業要件に算入される専門教育科目 開設学科

英
　
　
　
　
　
　
　
文
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
科

パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，福祉財政論，ケアマネジメント論，社会福
祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画論Ⅰ，地方自
治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，社会教育方
法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制度，国際比
較福祉論，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社会福祉発達
史，社会福祉概説，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護
と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法福祉論，社会福祉管理運営論，医療福祉
論，介護概論，生涯学習概論，青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，職
業指導

福 祉 計 画 学 科

障害学，社会福祉発達史，成人期福祉論，社会福祉概説，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，介
護概論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワーク論，医療福祉論，社会
福祉管理運営論，司法福祉論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課題と支援Ⅰ，
精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科

心 

理 

・ 

応 

用 

コ 

ミ 
ュ 
ニ 

ケ 

ー 

シ 

ョ 

ン 

学 

科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，社会調査法，福祉財政論，ケアマネジメン
ト論，社会福祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画
論Ⅰ，地方自治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，
社会教育方法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制
度，国際比較福祉論，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社
会福祉発達史，社会福祉概説，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法福祉論，社会福祉管理運営論，
医療福祉論，介護概論，生涯学習概論，青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会
教育，職業指導

福 祉 計 画 学 科

障害学，社会福祉発達史，成人期福祉論，社会福祉概説，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，介
護概論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワーク論，医療福祉論，社会
福祉管理運営論，司法福祉論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課題と支援Ⅰ，
精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科

経
　
済
　
学
　
科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科



大
学
共
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目
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所属
学科 卒業要件に算入される専門教育科目 開設学科

経
　
　
　
済
　
　
　
学
　
　
　
科

ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，福祉財政論，ケアマネジメント論，社会福
祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画論Ⅰ，地方自
治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，社会教育方
法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制度，国際比
較福祉論，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社会福祉発達
史，社会福祉概説，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護
と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法福祉論，社会福祉管理運営論，医療福祉
論，介護概論，生涯学習概論，青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，職
業指導

福 祉 計 画 学 科

障害学，社会福祉発達史，成人期福祉論，社会福祉概説，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，介
護概論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワーク論，医療福祉論，社会
福祉管理運営論，司法福祉論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課題と支援Ⅰ，
精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科

経

営

情

報

学

科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，福祉財政論，ケアマネジメント論，社会福
祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画論Ⅰ，地方自
治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，社会教育方
法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制度，国際比
較福祉論，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社会福祉発達
史，社会福祉概説，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護
と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法福祉論，社会福祉管理運営論，医療福祉
論，介護概論，生涯学習概論，青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，職
業指導

福 祉 計 画 学 科

障害学，社会福祉発達史，成人期福祉論，社会福祉概説，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，介
護概論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワーク論，医療福祉論，社会
福祉管理運営論，司法福祉論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課題と支援Ⅰ，
精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科

経
　
　
　
　 

済
　
　
　
　 

法
　
　
　
　 

学
　
　
　
　 

科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，福祉財政論，ケアマネジメント論，社会福
祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画論Ⅰ，地方自
治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，社会教育方
法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制度，国際比
較福祉論，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社会福祉発達
史，社会福祉概説，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護
と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法福祉論，社会福祉管理運営論，医療福祉
論，介護概論，生涯学習概論，青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，職
業指導

福 祉 計 画 学 科

障害学，社会福祉発達史，成人期福祉論，社会福祉概説，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，介
護概論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワーク論，医療福祉論，社会
福祉管理運営論，司法福祉論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，公的扶助論，労災と就労支援，
権利擁護と成年後見制度，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課題と支援Ⅰ，
精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科
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所属
学科 卒業要件に算入される専門教育科目 開設学科

福
　
　
　
　
祉
　
　
　
　
計
　
　
　
　
画
　
　
　
　
学
　
　
　
　
科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
子ども発達論，成人期発達論，高齢期発達論，障害学，ジェンダー・スタディーズ，成人期福祉論，
障害行動論Ⅰ，障害行動論Ⅱ，施設ソーシャルワーク論，地域ソーシャルワーク論，子ども家庭ソー
シャルワーク論，障害者ソーシャルワーク論，高齢者ソーシャルワーク論，保健医療ソーシャルワー
ク論，リハビリテーション論Ⅰ，リハビリテーション論Ⅱ，ケアマネジメント実践論，ケアマネジメ
ント技術演習，療法論Ⅰ，療法論Ⅱ，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課
題と支援Ⅰ，精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論，日本史，世界史Ⅰ，世界史Ⅱ，
社会思想史，スクールソーシャルワーク演習，スクールソーシャルワーク実習指導，スクールソーシャ
ルワーク実習，障害児教育論，知的障害者の病理保健，知的障害者の心理，肢体不自由者の病理保健，
肢体不自由者の心理，病弱者の病理保健，病弱者の心理，知的障害教育方法論Ⅰ，知的障害教育方法
論Ⅱ，肢体不自由教育方法論，病弱教育方法論，視覚障害教育論，聴覚障害教育論，重複障害・ＬＤ
等教育論，障害児教育実習

福 祉 臨 床 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学，障害児教育論，知的障害者の心理，知的障害者の病理保健，肢体不自由者の心理，肢体
不自由者の病理保健，病弱者の心理，病弱者の病理保健，知的障害教育方法論Ⅰ，知的障害教育方法
論Ⅱ，肢体不自由教育方法論，病弱教育方法論，視覚障害教育論，聴覚障害教育論，重複障害・ＬＤ
等教育論，障害児教育実習

福 祉 心 理 学 科

福

祉

臨

床

学

科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，社会調査法，福祉財政論，ケアマネジメン
ト論，社会福祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画
論Ⅰ，地方自治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，
社会教育方法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制
度，海外福祉計画実習，国際比較福祉論，社会思想史，日本史，世界史Ⅰ，世界史Ⅱ，生涯学習概論，
青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，社会教育演習，職業指導

福 祉 計 画 学 科

自己心理学，心理統計法，学習心理学，パーソナリティ心理学，生理心理学，認知心理学，心理学特
論，カウンセリング論，臨床心理学，犯罪心理学，健康心理学，グループダイナミックス，臨床社会
心理学，社会心理学，文化心理学，臨床発達心理学，発達心理学，認知発達論，特別支援教育総論，
福祉心理学

福 祉 心 理 学 科

福

祉

心

理

学

科

イギリス文化概論，キリスト教と文学，アメリカ文化概論，英語学概論，英米史Ａ，英米史Ｂ 英 文 学 科
パーソナリティ心理学，認知心理学，マスコミュニケーション論，学習心理学，スポーツ心理学，心
理言語学，学校心理学，クリティカルシンキング，マルチメディア論，空間コミュニケーション，消
費者コミュニケーション，国際交流論，時事社会研究，ルポルタージュ論，映像表現論，感情心理学，
産業心理学，音楽心理学

心理・応用コミュ
ニケーション学科

入門演習，基礎経済学，新聞活用，基礎演習，演習Ⅰ，演習Ⅱ，ビジネス英語Ⅰ，ビジネス英語Ⅱ，
時事英語を除く授業科目 経 済 学 科

情報処理，問題解決スキル，ビジネス・ケース，海外実習，ビジネス英語，基礎演習Ⅰ，基礎演習Ⅱ，
専門演習Ⅰ，専門演習Ⅱを除く授業科目 経 営 情 報 学 科

法情報学を除く授業科目 経 済 法 学 科
ジェンダー論，比較家族論，福祉社会学，社会調査入門，社会調査法，福祉財政論，ケアマネジメン
ト論，社会福祉調査方法論，コミュニティ論，非営利組織論，福祉計画特論，福祉国家論，福祉計画
論Ⅰ，地方自治論，民法Ⅰ［民法総則・物権］，行政法Ⅰ［行政法総論］，医療経済学，社会教育計画，
社会教育方法論，データ解析入門，社会保障法，労働法，租税法，社会福祉調査実習，海外の福祉制
度，海外福祉計画実習，国際比較福祉論，社会思想史，日本史，世界史Ⅰ，世界史Ⅱ，生涯学習概論，
青少年問題と社会教育，家庭教育と社会教育，高齢化と社会教育，社会教育演習，職業指導，医学知
識Ⅰ，医学知識Ⅱ，ソーシャルワーク論Ⅰ，高齢者福祉論，障害者福祉論，児童・家庭福祉論，社会
福祉発達史，社会福祉概説，社会福祉調査論，福祉行財政と福祉計画，社会保障論Ⅰ，社会保障論Ⅱ，
公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護と成年後見制度，地域福祉論，コミュニティワーク論，司法
福祉論，公衆衛生，社会福祉管理運営論，医療福祉論，介護概論，地理学，地誌概説，自然地理学

福 祉 計 画 学 科



大
学
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所属
学科 卒業要件に算入される専門教育科目 開設学科

福
祉
心
理
学
科

子ども発達論，成人期発達論，高齢期発達論，障害学，ジェンダー・スタディーズ，成人期福祉論，
障害行動論Ⅰ，障害行動論Ⅱ，施設ソーシャルワーク論，地域ソーシャルワーク論，子ども家庭ソー
シャルワーク論，障害者ソーシャルワーク論，高齢者ソーシャルワーク論，保健医療ソーシャルワー
ク論，リハビリテーション論Ⅰ，リハビリテーション論Ⅱ，ケアマネジメント実践論，ケアマネジメ
ント技術演習，療法論Ⅰ，療法論Ⅱ，精神疾患とその治療Ⅰ，精神疾患とその治療Ⅱ，精神保健の課
題と支援Ⅰ，精神保健の課題と支援Ⅱ，スクールソーシャルワーク論，日本史，世界史Ⅰ，世界史Ⅱ，
社会思想史，社会福祉発達史，公衆衛生，医学知識Ⅰ，医学知識Ⅱ，社会福祉概説，ソーシャルワー
ク論Ⅰ，高齢者福祉論，介護概論，障害者福祉論 ，児童・家庭福祉論，地域福祉論，コミュニティワー
ク論，医療福祉論，社会福祉管理運営論，司法福祉論，社会福祉調査論，福祉行財政と福祉計画，社
会保障論Ⅰ，社会保障論Ⅱ，公的扶助論，労災と就労支援，権利擁護と成年後見制度，地理学，地誌
概説，自然地理学

福祉臨床学科

⑴　事前登録科目（抽選科目）の取扱いについて
　開設学科で事前登録科目（抽選科目）としている科目については，科目開設学科の学生を優先して抽選し，欠員がある場合に
限り他学部生及び自学部他学科生も抽選対象とする。

⑵　積上指定科目の取扱いについて
　開設学科で積上指定の条件がある科目については，他学部生及び自学部他学科生についても以下のとおり積上指定の条件を適
用する。
　ただし，経済法学科開設で「前提科目の修得が履修要件となっている科目」は積上指定の条件を適用するが，「前提科目が未
修得であってもプレテストに合格すれば後継科目の履修が認められる科目」は，他学部生及び自学部他学科生については前提科
目及びプレテストの条件は適用しない。

民法Ⅴ（担保物権）：民法Ⅳ（債権総論）又は民法Ⅰ（民法総則・物権）又は民法再入門の単位修得を条件とする。
民法Ⅵ（親族）：民法Ⅰ（民法総則・物権）又は民法再入門の単位修得を条件とする。
民法Ⅶ（相続）：民法Ⅰ（民法総則・物権）又は民法再入門の単位修得を条件とする。
社会福祉調査実習：社会調査法及び社会福祉調査方法論の単位修得を条件とする。
データ解析入門：社会福祉調査方法論の単位修得または履修登録していることを条件とする。

⑶　履修コード・科目名が同一で授業内容も同一であるが開設学科によって配当年次が違う科目の取扱いについて
　履修コード・科目名が同一の科目が複数の学科で開設されている場合があるが，所属学科でその科目が開設されている場合は，
所属学科の専門教育科目として履修することが優先される。
　従って，他学部または自学部他学科科目として違う配当年次でその科目を履修することはできない。

⑷　社会福祉学及び経済法学の副専攻科目となっている「社会保障法」の取扱いについて
　「社会保障法」は福祉計画学科と経済法学科で開設されており，社会福祉学及び経済法学の副専攻科目となっているが，履修
コード・科目名が同一のため上記⑶の取扱いが適用される。
　そのため，経済法学科の学生が社会福祉学副専攻課程を履修する場合，「社会保障法」は卒業単位計算上，経済法学科専門教
育科目として算入するが，社会福祉学副専攻課程の関係では福祉計画学科の「社会保障法」を修得したとみなす。また，福祉計
画学科の学生が経済法学副専攻課程を履修する場合，「社会保障法」は卒業単位計算上，福祉計画学科専門教育科目として算入
するが，経済法学副専攻課程の関係では経済法学科の「社会保障法」を修得したとみなす。

⑸　経営情報学科開設科目に関する注意事項について
　○1 マネジメント入門Ⅰ，○2 会計入門，○3 簿記原理Ⅰについては，他学部専門教育科目，自学部他学科専門教育科目として履修
する場合，それぞれの授業科目で指定された他学科クラスで履修すること。
　他学科クラス：○1 マネジメント入門ⅠB，○2 会計入門B・C，○3 簿記原理ⅠB・C

⑹　他学部，自学部他学科の授業科目の履修について
　他学部，自学部他学科の授業科目については，卒業要件に算入される他学部専門教育科目，自学部他学科専門教育科目以外は
履修することができない。但し，副専攻課程の履修を申請し許可を得た者については，該当副専攻課程の関係科目の履修を認め
ることとする。


